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①運行コストと採算を考える！〈ふれバの運行経費・収入の内訳と利用者数〉

　町民の生活を支える上で大切な「公共交通機関」。前回は自家用車の普及により地方バス路線が

衰退する中、官民あげての路線統合で「ふれバ」が誕生。その効率的な運行システム、環境に優

しいバイオディーゼル燃料の利用など、コミュニティバス運行にかける熱意を紹介してきました。

　今号は、その「ふれバ」の直面している課題、利用者の声などをお届けします。
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その 2  ふれバ
の 未来は！

　今年度から始まる補助金に頼ら

ない本格運行では、これまでの実

証運行の経験から利用者の少ない

時間帯のダイヤを減便するなど運

行経費を縮減（バス 5 台→ 4 台

など）し、収支のバランスをとっ

ています。　

　今後もふれバの運行を継続する

ためには、バス利用者の増加によ

る安定した運行収入の増加が必要

です。そのためには、人口の多い

市街地循環線などの利用率を上げ

ることが重要な課題となります。

　例えば、朝夕の通勤・通学時間

帯のダイヤを、JR との接続や増

便により充実させるためには、バ

ス運行台数を増やす必要がありま

す。現在４台での運行経費は 4 千

5 百万円ですが、5 台での運行で

は 5 千万円以上の経費となりま

す。平成 23 年度の収入見込みと

の差額は 5 百万円以上になります

が、利用者数の増加・収入の増加

が採算性につながるのか？が問題

になるわけです。
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資料：当別町地域交通活性化協議会

朝晩、JR 駅周辺には、

送迎のマイカーが並ぶ。

増便でバス利用者は増える？

本格運行

※　運行収入は、運賃及び広告料収入

※　参加事業者負担金は、ふれバ以前からバス運行を行っていた北海道医療大学、

　　スウェーデンハウス㈱、当別町の 3 者から

※　実証運行（平成 18 ～ 22年 度）での赤字額は、補助金で補填
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ふれバの停留所は全部で 71 箇所、

停留所から半径 300 ｍ以内では当別の人口の 70％を

カバーし、全ての医療機関に近接しています。（半径

500m ではカバー率は 80％以上に）

②ふれバの路線を見てみる

ふれバの乗降は、市街地の郊外ではどこからでも乗れ

るフリー乗車区間を設けています。

ふれバの路線延長は 52km

1 日に走る距離は合計で 916km（平日）になり、

1 年間では地球を 6 周半まわる距離になります。
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